












































































































































































































































































































































































蘇軾は朝政誹謗の罪に問われて御史台の獄に下り 黄州に流謫されるが 神宗が崩じて後に名誉 回復され、知登州を経て朝に召された。元祐三年（一〇八八
?
林学士の任に在った蘇軾は宣仁太后と相対し、先帝神宗が蘇軾の文





























































































































































































































































































































































































































































































































（今回の務めは）微官ではありますけれど（任地には）民もおれば社稷もありますから、庖丁の妙手が牛も鶏も選ばぬように、大器のあなたはみごとに治めること しょう。そし 任期が満ちて帰って来たあなたに再びお目にかかったなら 私はますます敬意を抱くことでしょう。 「器が大きければ使い道も自ずと広いものだ」 と。
　
人生百年、あなたが宴の始まりに臨んでいるとすれば、私の方はもう最後の杯のやりとりが近づいているよ















































































































































































































































































































































































































































































一橋」から「第六橋」までの六橋 して 「映波橋」 ・ 「鎖瀾橋」 ・ 「望山橋」 ・ 圧堤橋」 ・ 「東浦橋」 ・ 「跨虹橋」の名がみえる。○横絶
　

































































































































の碑」 （ 『蘇軾文集』巻一七）がある。 『蘇軾







































































































往昔をしのぶこ 。蘇軾は 「是 日
　
下げ馬ば磧せき














































































































































































































































































































































































































































































































































































するを乞う状」 （ 『蘇軾文集』巻三三）に潁州近郊の民が、 旱魃のために糧食が欠乏して困窮をきわめ、
流民も多い状況を奏上している。○逃泥水中
　






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































りがたいことに風流のわかる頼も い副知事どのがいらした 春風が揚州の街十里の珠簾を吹き揚げて揚州の綺麗どころを堪能させてくれるで ょう。 
（担当
　
原田直枝）
